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文書様式４ 歯と口・口腔機能の治療管理 

 

本様式は歯科疾患在宅療養管理・退院時共同指導算定時に提供する文書を例示し

たもの 

 

 

 

 

 

 

 

【管理方針・治療方針】 

●歯科疾患在宅療養管理料の場合、歯科疾患や

口腔機能の評価を踏まえた管理計画の内容や

継続的な管理に必要な事項等を記載する。 

●本様式は在宅患者訪問口腔リハビリテーショ

ン指導管理料の管理計画書に用いることがで

きる。この場合、歯科疾患在宅療養管理料の記

載内容に加え、摂食機能障害に対する指導管

理（訓練）の内容の要点等を記載する。 

●関連する検査等を行った場合は結果の要点や

特記事項を記載する。 

●摂食機能療法に本様式を活用することもでき

る。 

 ※管理計画については、個々の患者の状態に

応じ、摂食機能療法の実施内容・回数等を具体

的に記載する。 

●口腔機能低下症に対する指導管理を行う場合

は日本歯科医学会の「口腔機能低下症に関す

る基本的な考え方」を参考とするとともにそ

の様式等を使用する。 

【日本歯科医学会 HP】 

https://www.jads.jp/basic/index_2024.ht
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●本様式は在宅歯科医療連携加算１・２の管理

計画書に用いることができる。加算 1 の場合

は歯科医師から、加算２の場合は医師、看護

師、介護支援専門員等からの情報提供を踏ま

えて管理計画を策定する。 


